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飛鳥藤原宮跡調査室は、昭和 4こ牽 4月 12日 をもって、新に飛鳥藤原宮跡発掘調

査部 として発足 した。部長以下2(落 余の職員を擁 し、地元の方
々の協力を得 て、

飛鳥・ 藤原地区の遺跡の調査研究にあたっている。

昭和48年度は、腰原宮跡・ 小墾由宮推定地・ 川原寺跡・ 坂田寺跡・ 大官大寺跡

・ 奥山久米寺跡 。露原京南西地区等で発掘調査を実施 した。衰え奈良県 と共同で

紀 寺 跡 の調査にもあたつて膝る。 これ らの調査は、いずれも諸工事にともな う

事前の緊急調査 として行 なったものである。

藤原宮跡 では、鳴公小学校建設地 (西方官衛地区 )の調査を昭和47年 3月 か ら

開始 していたが、48年 9月 で全域の調査を終了 した。小墾田宮推定地の調査は昭

和45年に実施 したことがあり、今回はその西に隣接する地区で調査 したが、石組

大濤を除いては前回ととくに関連する遺構は検出されなかった。川原寺の調査は

整備工事にともなって行なったヽので、東大門
。東南院跡を確認 した。坂田寺の

調査は47年に引続 くものであり、現在進行中である。大官大寺の調査は、寺域の

北西隅付近 と推定 される地区で行なったが、小範囲の調査 であったため、遺構の

性格等は明 らかになっていない。顧原京南西地区は、厩坂寺 ある
いは石サ|1精合に

かかることが予想される地域であるが、調査 した地区は旧河川にあたっていた。

奥山久米寺はいずれ も家屋改築にともなうものであり、小範囲の調査にとど造っ

た。
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遺跡・調査次教 ヨ観 調査面積 調 査 期 間 地 籍 地 番 所 有 者 1   備    考

諜 原 官 6A」 0

6A」 C

15,007

48。 4・ 1～

48・ 9,30

橿原市縄手町

301-&316 1、 317-
1、 318-x 319 25
327-1。 2、 328、 329-
1・ 3、 330

橿 原 市 鴨公小学校建設地。第 5。 6。
7次 に引続 ぐ調査。発掘面積地

番 には 5次 ～ 7次 をふ 〈む。

6A」 L 1,000
48・ 10。 1～

進 行 中
橿原市四分町

297、 298、 300、 301

橿 原 市 橿原市四分団地建設地
官の西限 の塀 。濤等 を確認

6A」 F
49。 1・ 28～

進 行 中
橿原 市醍醐町金詰

15-1
森村菊太郎 内裏外廓西限附近

6A」 K 300 48・ 4・ 2～4・ 20
橿原市縄手町町田

189-1,3
杉 本 吉 男

水田を宅地造 成

掘立柱穴・ 濤 出土

6A」 B 220 48・ 7・ 11～ 13
橿原市高lt町

310-1、 311-3
城 本 一 雄 住 宅・ 納 屋 の新 築

6A」 C 48・ 8・ 30～31
橿原市高殿町南京殿

285 書 多 正 義
農小屋の改築

濤・瓦器出土

6A」 P 48・ 12・ 5 橿原市高殿町 324 橿 原 市 消防用防火用水漕設置

6A」 H
48。 12。 3～

12・ 16
極原市飛騨 町 88 森本忠三郎

農業 用水路分水漕移転 工事 に と

もな う調査  弥生式包含層

整智昆2※ 5AOH 2,300
48・ 5,1～

48・ 10・ 31

明日香村大学豊浦

17、 18
奈 良 県

県営豊浦駐 車場予定地の事前調

査。昭和 45年 の調査 に続 く。

川 原 寺  ※ 6B【 H 2,000 48・ 9・ 6～ 12。 15 明 日香村大 字川 原 01 国

川原寺の整備工事 に ともな う調

査。東大門 。東南院・ 回廊東南

隅の確認。

坂 田 寺 2 53ST
49。 1・ 16～

進 行 中
明日村大字祝戸

175、  176、 192
国 (建設省)

飛舟国営公園祝 戸地区 公園の
調査 て、 昭和 47年 に引続 く

畜鵠覆地屋 緊
※ 5BIS 460

48・ 10。 3～

48・ 11・ 13

橿原市石川町

282-1、 284-1・ 2

285-1

か と う

不動産

宅地造成・ マンシヨン建設 にと

もな う事 前調査。

大 官 大 寺 緊
※ 6AMB 640

II・ 13～

12・ 22

橿原 市南浦町 2、 3
4、  5

西 井 康 裕
畜舎建設に ともな う事前調査。

大官大寺寺域 の北西 隅付近

奥鯵 球寺  緊一 I

緊 -2

緊 -3

緊 -4

5BOq

5BOq

5BOQ

5BOQ

130

100

50

7 5-6

48・ 7。 9～ 12

48・ 8。 22～ 24

49。 2。 13～ 16

明日呑村大字奥山 612

″     652

″   24-5

″     642

畑 楠 善 義

池 崎 正 勝

米 川 宗 次

米 川 正 之

家屋改築 にと もな う調査

伽藍 西北隅付近

″  僧房付近

〃  中門南側

″  塔 の東方

紀 寺 6BK 48。 5・ 3～

49・ 2

明 日呑村小山字 キデ

金焼
奈 良 県

県営 明 日香運動公園建設 にとも

な う事前調査。奈良県 との共同

調査。紀寺の寺地、 金堂・講堂

中門・ 回廊・ 南大門築地等伽査

主要部 を確認 した。

飛 鳥 ・ 藤 原 宮 発 掘 調 査 地 区 一 覧 表
49-2-20現 在

豫印 本報告 に収容
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藤原宮第 809次 および■0次の調査

1 藤原宮第10次北半 の調査

藤原宮第Ю次調査は、橿原市営四分団地造成に先立って実施 したも
ので、鷺栖

神社の東80m.藤原宮の西辺地区でかこない、 日下発掘を継続 している。

現在までに検出 した主な遺構は、掘立柱建物 4棟、柵 2列、濤 3条、土城 7ケ

所などである。調査地区西端にある南北柵 Aは、宮城南門中軸線 と♭西464mの位

置にあり、藤原宮の西を限る大垣にあえる。柱穴は真南北
に通ってかり、いずれ

も西側に柱抜穴がある。柱 FHlは 2.66m等 間にわ つつけ られる。 この柵列の東 11.8

mの位置に、幅 2m、 深さ0.6m{南 か ら北へ流れる南北溝 Bが ある。濤内埋土

か らは、完形の軒瓦、丸・ 平瓦が大量に出土 した。掘立柱建物 4棟は、いずれ も

この南北濤の東で検 出した。いずれ も柱通 )が真南北に対 して東
へわずかに振れ

ている。発掘区の中央にある南北棟 Dの桁行柱間は南 2間分が広 く、北 3間分が

狭い。 この建物の東1,5mに 、建物 と柱通 うのそろう南北棚 □がある。そのほか
の

掘立柱建物は必ずれ も小規模なものである。土躾
には、古墳時代初期のもの 1,6

世紀中頃のもの 1、 7世紀中頃の

もの 3、 藤原宮期のもの 2が ある。

南北濤内の藤原宮期の土装 C主 ♭

樋が出土 している。現在送てのと

ころ最古の実例であろ 多。なか、

以上概略を述べた遺構は、非生時

代の土器包含層を掘♭込んで作 ら

れている。

南北海 Bか らあわせて 4点 の木

簡が 出土 しえ。いずれ も保存状況
クじキ出土状況
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が悪 く、判読 できる文

字は少い。判読 で きる

釈文は以下 の通 つであ

る。

①六L上」……

(衛 ヵ)

② 雪… □ 母□ □ 区 コ
¨

③ ……□ 一 斗 五□ …
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第 10次調査北半遺構配置図



2 藤原宮第 8・ 9次 の調査   (鴨 公小学校建設地の調査 )

藤原宮西方官衡の調査は、「概報 3」 にかいて第 5次～ 7次 までの経過を報告

した。引続 き第 8・ 9次 の調査をし、鴨公小学校移転地の調査 を終了 した。昭和

47々碁以来、 1年半にわた♭約 1.5haの 説査をし、 この地域の遺構配置がほぼ

明らかになった。検出した主な遺構は建物閣、棚 5、 井戸 9、 土躾 6と道路か よ

びその側濤である。 これらの遺構は、 A期 とB期 の 2時期にわけ られる。

A期 は藤原宮に関連す る最 も古膝時期である。遺構は調査地の西南部で交差する

る東 西 お よび南北方向の道路SX1081・ 1082と 、その両側の側濤がある。 この

滞は藤原京条坊割位置に一致するが、埋土か ら瓦の出土はない。道路によって四

分割された東南部では、道路にそって柵SA1215・ 1216で 囲んだ一郭がある。今

回の調査で柵 SA1215は 4・ 3間分にお よんだ。東端では側濤 とともに削平されて

いて、検出できなかったが、さらに東方に延長するものであろ う。柵の内側では、

小規模の建物が 6棟、道路をへだてた北側でも建物が11棟 ある。なかには、建物

が 3棟重複 していて、 A期 のなかで建てかえのあったことを示 して必る。建物群

のなかには、小さな倉庫 とみ られる総柱建物 を3棟検 出した。 この時期 の建物配

置は、衰ばらで特に計画性はみられない。

B期 の建物は、道路を廃 し、側濤を埋めたてて建設 された。今回の第 3・ 9次

調査 では、この時期の遺構は検出しなかった。 しか し、前回までの調査で述ぺえ

ように、調査地の西半を中心 として桁行18間 と20間の大規模な建物が 4棟 あった。

その配置は、北に東西棟を■・・き、その南の両側、つまり、西に 2棟、東に 1棟 の

建物 を配 している。建物に囲衰れた中央に大 きな空間がある。さ らに、今回の調

査地に、 B期 の遺構が無かったことは、調査地の東半部に広大 な空間があった こ

とを示す。平城官 。平安宮の西辺地域は馬寮に該当するが、 B期 の大規模な建物

の計画的配置は、官衝の性格と関連するものかもしれない。

従来、末調査 であった譲原宮の官衛について、遺構の配置が次第に明 らかにな

ってきた。 B期が藤原宮の整備された時期の遺構であり、 A期は藤原宮造営当初

の姿を示す遺構がふ (ま れていと多。
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